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Ⅰ 平成 19年度中間期 決算ダイジェスト  
1．損益の状況【単体】 

（単位：百万円） 

平成 19年度中間期  平成 18年度中間期   
 前年同期比  

1 業務粗利益 19,902 2,003 17,899 
2 （営業性業務粗利益） （ 16,705 ） （ 482 ） （ 16,223 ）
3  資金利益 16,197 233 15,964 
4  役務取引等利益 1,435 △130 1,565 
5  その他業務利益 2,270 1,901 369 
6 経費(△) 11,898 778 11,120 
7  うち人件費(△) 5,779 316 5,463 
8  うち物件費(△) 5,560 448 5,112 
9 一般貸倒引当金繰入(△) ① 932 932 － 

10 業務純益 7,071 292 6,779 
11  正味業務純益 6,004 △774 6,778 
12   営業性正味業務純益 4,909 △281 5,190 
13 臨時損益 △1,757 △1,072 △685 
14  うち不良債権処理額(△) ② 1,258 743 515 
15  うち株式関係損益 △416 △334 △82 
16 経常利益 5,314 △779 6,093 
17 特別損益 546 270 276 
18  うち貸倒引当金戻入益 ③ － △95 95 
19 税引前中間純利益 5,860 △510 6,370 
20 法人税等 △175 85 △260 
21 法人税等調整額（※） 2,557 2,458 99 
22 中間純利益 3,478 △3,053 6,531 
23 与信関連費用 ①＋②－③ 2,190 1,770 420 
  ※「法人税等調整額」とは、「繰延税金資産」を期首と期末で比較した増減額です。ただし、有価証券の評価差額を純資産直入する

場合の評価差額に係る「繰延税金資産」・「繰延税金負債」は「法人税等調整額」には含めません。 
当中間期の「法人税等調整額」2,557百万円は、繰延税金資産の取り崩しを表します。 

 
（1）正味業務純益・営業性正味業務純益 

6,354
5,723

6,149
6,778

6,004

5,1905,2884,9584,781 4,909

平成15年度中間期 平成16年度中間期 平成17年度中間期 平成18年度中間期 平成19年度中間期

（単位：百万円） 正味業務純益 営業性正味業務純益

※正味業務純益：銀行の本業によって得られる利益（一般貸倒引当金繰入・債券関係損益を除く） 

営業性正味業務純益：正味業務純益のうち有価証券利息等の営業外要因を除いた純粋な営業努力による利益 
 
（2）1人当たり正味業務純益 

• 1人当たりの正味業務純益は 4.8百万円となりました。 

5.1
5.5 5.6 5.8

4.8

平成15年度中間期 平成16年度中間期 平成17年度中間期 平成18年度中間期 平成19年度中間期

（単位：百万円）

当行 地銀平均

• 本業の利益を示す正味業務純益及び純粋な営業努力による営業性正味業務純益は、経費の増加により、それぞれ

前年同期比 7億円、2億円の減少となりました。 
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（3）経費・修正 OHR 

• 正味業務粗利益については前年同期比 4百万円増加したものの、経費の増加により、修正 OHRは 66.4％となり
ました。 

17,90217,898
16,994

16,35115,706

11,898
11,12010,64010,2029,983

62.1%62.6%62.3%
63.5%

66.4%

平成15年度中間期 平成16年度中間期 平成17年度中間期 平成18年度中間期 平成19年度中間期

（単位：百万円、％） 正味業務粗利益 経費 当行修正OHR 地銀平均修正OHR

※正味業務粗利益：業務粗利益から債券関係損益を除いたもの 

修正 OHR：正味業務粗利益に対する経費の割合 
 
（4）不良債権処理 

• 当中間期の与信関連費用は、21億円となり、前年同期比 17億円増加いたしました。 
 

（5）経常利益・中間純利益 

• 経常利益は前年同期比 7億円減少の 53億円、中間純利益は将来減算一時差異（有税引当金や繰越欠損金等）の
減少に伴う繰延税金資産の取り崩しにより、前年同期比 30億円減少し 34億円となりました。 

 

2．資産・負債の状況【単体】 
（1）貸出金 

• 貸出金は住宅ローンを中心とした個人向け融資の伸長により、前年同期比 866億円増加いたしました｡ 
 

（単位：百万円、％） 

平成 19年 9月末  平成 19年 平成 18年  
 平成 19年3月末比 平成 18年9月末比 3月末 9月末 

貸出金 1,572,941 25,115 86,683 1,547,826 1,486,258 

 うち個人ローン 1,111,007 31,490 86,550 1,079,517 1,024,457 

  うち住宅ローン 992,016 38,579 98,870 953,437 893,146 

貸出金に占める個人ローン比率 70.6 0.9 1.7 69.7 68.9 

918,689
975,652

1,024,457
1,079,517

1,111,007

992,016
953,437

893,146
843,158

781,450

平成17年9月末 平成18年3月末 平成18年9月末 平成19年3月末 平成19年9月末

（単位：百万円）

個人ローン 住宅ローン
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（2）私募債残高の推移 

（単位：百万円） 

平成 19年 9月末  平成 19年 平成 18年  
 平成 19年3月末比 平成 18年9月末比 3月末 9月末 

保証協会保証付私募債 5,019 △123 △156 5,142 5,175 
銀行保証付私募債 41,022 △235 2,183 41,257 38,839 

合 計 46,041 △358 2,027 46,399 44,014 

36,689 38,839 41,257 41,022

(4,000) (5,175)(4,810) (5,142) (5,019)

32,203

36,203
41,499 44,014 46,399 46,041

平成17年9月末 平成18年3月末 平成18年9月末 平成19年3月末 平成19年9月末

（単位：百万円）

保証協会保証付私募債 (　 ) 銀行保証付私募債

 
 
（3）預金 

• 預金は個人預金を中心に着実に増加しており、前年同期比 1,098億円の増加となりました。 
 

（単位：百万円） 

平成 19年 9月末  平成 19年 平成 18年  
 平成 19年3月末比 平成 18年9月末比 3月末 9月末 

預金 1,759,739 58,303 109,865 1,701,436 1,649,874 
 うち個人預金 1,459,215 41,172 90,867 1,418,043 1,368,348 
 うち法人預金 300,523 17,131 18,998 283,392 281,525 

 

1,297,807 1,351,090 1,368,348 1,418,043 1,459,215

300,523283,392281,525271,697288,546

1,586,353
1,759,739

1,622,788 1,649,874 1,701,436

平成17年9月末 平成18年3月末 平成18年9月末 平成19年3月末 平成19年9月末

（単位：百万円）

個人預金 法人預金

 
（4）投資信託・保険窓販 

• 投資信託や年金保険の販売にも注力し、預かり資産残高は順調に増加しております。 
 

（単位：百万円） 

平成 19年 9月末  平成 19年 平成 18年  
 平成 19年3月末比 平成 18年9月末比 3月末 9月末 

投資信託預かり資産残高 178,664 15,356 34,072 163,308 144,592 

投資信託預り資産残高

111,025
132,137 144,592

163,308 178,664

平成17年9月末 平成18年3月末 平成18年9月末 平成19年3月末 平成19年9月末

（単位：百万円）

（単位：百万円） 

 平成 19年上期 平成 18年下期 平成 18年上期 
年金保険販売額 7,908 8,075 9,804 
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3．不良債権の状況【単体】  
• 不良債権の新規発生の防止に取り組んでいるものの、リスク管理債権は 357 億円（前年同期比＋61 億円）とな
り、リスク管理債権比率も 2.26％（前年同期比＋0.28ポイント）となりました。 

 

（単位：百万円、％） 

平成 19年 9月末  平成 19年 平成 18年  
 平成 19年3月末比 平成 18年9月末比 3月末 9月末 

リスク管理債権（A） 35,700 4,169 6,150 31,531 29,550 
 破綻先債権 6,456 522 △1,061 5,934 7,517 
 延滞債権 22,383 4,831 8,626 17,552 13,757 
 3ヵ月以上延滞債権 297 65 164 232 133 
 貸出条件緩和債権 6,562 △1,249 △1,580 7,811 8,142 
貸出金残高  （B） 1,572,941 25,115 86,683 1,547,826 1,486,258 
リスク管理債権比率（ A）/（B） 2.26 0.23 0.28 2.03 1.98 

35,700
31,531

29,55030,752
36,807

2.66%

2.12% 1.98% 2.03% 2.26%

平成17年9月末 平成18年3月末 平成18年9月末 平成19年3月末 平成19年9月末

（単位：百万円、％）

リスク管理債権残高 リスク管理債権比率

 

4．自己資本比率及び繰延税金資産の状況【単体】 
• 自己資本比率、TierⅠ比率は、それぞれ 11.99％、8.66％となりました。 

 
平成 19年 9月末  平成 19年 平成 18年  
 平成 19 年 3 月末比  平成 18 年 9 月末比  3月末 9月末 

自己資本比率（％） 11.99 △0.15 2.33 12.14 9.66 
 基本的項目（TierⅠ）（百万円）①  90,128 2,293 5,285 87,835 84,843 
 TierⅠ比率（％） 8.66 △0.10 1.09 8.76 7.57 
 補完的項目（百万円） 34,704 933 11,295 33,771 23,409 
 うち劣後債務残高（百万円） 30,000 － 10,000 30,000 20,000 
自己資本（百万円） 124,833 3,226 16,581 121,607 108,252 
リスクアセット（百万円） 1,040,295 38,606 △80,066 1,001,689 1,120,361 

 
TierⅠに含まれる繰延税金資産額（百万円）② 23,534 △2,558 △2,579 26,092 26,113 
貸借対照表上の繰延税金資産額（百万円）③ 20,501 109 △1,831 20,392 22,332 
TierⅠに占める繰延税金資産比率（％）②/① 26.11 △3.59 △4.66 29.70 30.77 
TierⅠに占める繰延税金資産比率（％）③/① 22.74 △0.47 △3.58 23.21 26.32 

74,841 79,494 84,843 87,835 90,128

23,771
33,77123,40923,939

34,704

11.99%

9.55% 9.66% 9.66%

12.14%

8.66%
7.25% 7.42% 7.57%

8.76%

平成17年9月末 平成18年3月末 平成18年9月末 平成19年3月末 平成19年9月末

（単位：百万円、％）

基本的項目 補完的項目 自己資本比率 TierⅠ比率
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5．業績予想等 
 
（1）業績予想 

【単体】                                    （単位：百万円） 

 平成 19年度予想 平成 18年度実績 

  平成 18年度比  

経常収益 53,800 3,817 49,983 

経常利益 10,650 1,271 9,379 

税引前当期純利益 11,200 591 10,609 

当期純利益 6,600 △4,108 10,708 

業務純益 13,550 △2,209 15,759 

実質業務純益（一般貸倒繰入前） 14,500 △1,092 15,592 

正味業務純益 12,100 △1,514 13,614 

与信関連費用 3,200 △2,015 5,215 

（注）正味業務純益＝業務純益＋一般貸倒引当金繰入額－債券5勘定尻 

 
【連結】                                    （単位：百万円） 

 平成 19年度予想 平成 18年度実績 

  平成 18年度比  

経常収益 59,400 3,947 55,453 

経常利益 10,800 2,241 8,559 

税引前当期純利益 11,850 1,318 10,532 

当期純利益 7,000 △2,864 9,864 

 
（2）配当予想 

（単位：円） 

 平成 19年度予想 平成 18年度実績 

  平成 18年度比  

普通株式 5.00 － 5.00 

第一回優先株式 10.00 － 10.00 

 
（3）自己資本比率の予想 

（単位：％） 

 平成 20年 3月末 平成 19年 9月末 平成 19年 3月末 

 （予想）   

自己資本比率（単体） 11.5%程度 11.99 12.14 

自己資本比率（連結） 11.5%程度 11.92 12.11 
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Ⅱ 平成 19年度中間期 決算の概況 
１．損益状況 【単体】 

（単位：百万円） 

 平成 19年度中間期 平成 18年度中間期  
  平成 18年度中間期比  

1 業務粗利益  19,902   2,003   17,899  
2 （除く国債等債券損益(債券 5勘定尻)） ( 17,902 ) ( 4 ) ( 17,898 ) 
3 （営業性業務粗利益(※1)） ( 16,705 ) ( 482 ) ( 16,223 ) 
4  資金利益  16,197   233   15,964  
5  役務取引等利益  1,435   △130   1,565  
6  その他業務利益  2,270   1,901   369  
7  （うち国債等債券損益(債券 5勘定尻)） ( 1,999 ) ( 1,999 ) ( 0 ) 
8   うち国内業務粗利益  19,125   2,260   16,865  
9   （除く国債等債券損益(債券 5勘定尻)） ( 17,125 ) ( 259 ) ( 16,866 ) 

10    資金利益  15,729   286   15,443  
11    役務取引等利益  1,400   △127   1,527  
12    その他業務利益  1,994   2,099   △105  
13    （うち国債等債券損益(債券 5 勘定尻)） ( 1,999 ) ( 1,999 ) ( △0 ) 
14 経費（除く臨時処理分）  11,898   778   11,120  
15  人件費  5,779   316   5,463  
16  物件費  5,560   448   5,112  
17  税金  558   14   544  
18 実質業務純益（一般貸倒引当金繰入前）  8,004   1,225   6,779  
19  正味業務純益（※2）  6,004   △774   6,778  
20  営業性正味業務純益（※3）  4,909   △281   5,190  
21 ①一般貸倒引当金繰入額  932   932   －  

22 業務純益  7,071   292   6,779  
23  （うち国債等債券損益(債券 5勘定尻)） ( 1,999 ) ( 1,999 ) ( 0 ) 
24 臨時損益等  △1,757   △1,072   △685  
25  ②不良債権処理額  1,258   743   515  
26   貸出金償却  279   △205   484  
27   個別貸倒引当金純繰入額  698   698   －  
28   その他  279   248   31  
29  株式等関係損益  △416   △334   △82  
30   株式等売却益  18   8   10  
31   株式等売却損  －   －   －  
32   株式等償却  434   342   92  
33  その他臨時損益等  △83   4   △87  

34 経常利益  5,314   △779   6,093  
35 特別損益  546   270   276  
36  うち固定資産処分損益  △11   23   △34  
37   固定資産処分益  －   －   －  
38   固定資産処分損  11   △23   34  
39  うち減損損失  －   －   －  
40  ③うち貸倒引当金戻入益  －   △95   95  

41 税引前中間純利益  5,860   △510   6,370  
42 法人税､住民税及び事業税  △175   85   △260  
43 法人税等調整額  2,557   2,458   99  
44 中間純利益  3,478   △3,053   6,531  

45 与信関連費用 ①＋②－③  2,190   1,770   420  
（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 
※1 有価証券運用益等の営業外要因を除いた業務粗利益 
※2 業務純益から一般貸倒引当金繰入及び国債等債券損益(債券 5勘定尻)を除いたもの 
※3 有価証券運用益等の営業外要因を除いた業務純益 
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【連結】 

〈連結損益計算書ベース〉 

（単位：百万円） 

  平成 19年度中間期  平成 18年度中間期 

   平成18年度中間期比  

1 連結粗利益 21,948 1,980 19,968 
2  資金利益 16,239 227 16,012 

3  役務取引等利益 3,684 22 3,662 

4  その他業務利益 2,024 1,731 293 

5 営業経費 12,370 753 11,617 

6 不良債権処理額 ① 4,359 1,898 2,461 

7  一般貸倒引当金繰入額 1,565 2,102 △537 

8  貸出金償却 1,284 △913 2,197 

9  個別貸倒引当金純繰入額 993 255 738 

10  延滞債権等売却損 235 204 31 

11  その他 279 249 30 

12 株式等関係損益 △411 △353 △58 

13 持分法による投資損益 74 0 74 

14 その他 159  1 158 

15 経常利益 5,041 △1,023 6,064 

16 特別損益 964 411 553 

17  貸倒引当金戻入益 ② － － － 

18 税金等調整前中間純利益 6,005 △612 6,617 

19 法人税､住民税及び事業税 110 △107 217 

20 法人税等調整額 2,344 2,058 286 

21 少数株主損益 △29 △63 34 

22 中間純利益 3,579 △2,500 6,079 

23 与信関連費用 ①－② 4,359 1,898 2,461 

（注）1.記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 
2.連結粗利益＝（資金運用収益－資金調達費用）＋（役務取引等収益－役務取引等費用）＋（その他業務収益－その他業務費用） 

 
（参考）連結対象会社数                                     （単位：社） 

 平成 19年度中間期  平成 18年度中間期 

  平成18年度中間期比  

連結子会社数 6 － 6 

持分法適用会社数 1 － 1 
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２．業務純益 【単体】 

（単位：百万円） 

 平成 19年度中間期  平成 18年度中間期 

  平成18年度中間期比  

（1）実質業務純益（一般貸倒繰入前） 8,004 1,225 6,779 
 職員一人当たり（千円） 6,481 597 5,884 
（2）業務純益 7,071 292 6,779 
  （ 7,071 ） （  △238 ） （ 7,309 ） 
 職員一人当たり（千円） 5,726 △158 5,884 
  （ 5,726 ） （  △619 ） （ 6,345 ） 

※1正味業務純益 6,004 △774 6,778 
 職員一人当たり（千円） 4,862 △1,021 5,883 
※2営業性正味業務純益 4,909 △281 5,190 
 職員一人当たり（千円） 3,975 △530 4,505 
（注）平成 18年度中間期は、貸倒引当金取崩額が貸倒引当金繰入額を上回るため、その差額を特別利益に計上しておりますが、一般貸
倒引当金について特別利益に計上しない従来と同じ基準で算出した場合（当該取崩額を業務純益に計上した場合）の業務純益を、
(2)の下段に（  ）書きで記載しております。 

※1 業務純益から一般貸倒引当金繰入及び国債等債券損益(債券 5勘定尻)を除いたもの 
※2 有価証券運用益等の営業外要因を除いた業務純益 

 
 

３．利鞘 【単体】 
（単位：％） 

 平成 19年度中間期  平成 18年度中間期 

  平成18年度中間期比  

（1）資金運用利回   （A） 2.09 0.17 1.92 
 （イ）貸出金利回 2.27 0.19 2.08 
 （ロ）有価証券利回 1.45 0.07 1.38 
（2）資金調達原価   （B） 1.70 0.26 1.44 
 （イ）預金等利回 0.39 0.19 0.20 
 （ロ）外部負債利回 2.29 1.11 1.18 
（3）総資金利鞘（A）－（B） 0.39 △0.09 0.48 

 
（参考）利鞘（国内部門） 【単体】                               （単位：％） 

 平成 19年度中間期  平成 18年度中間期 

  平成18年度中間期比  

（1）資金運用利回   （A） 2.01 0.17 1.84 
 （イ）貸出金利回 2.27 0.19 2.08 
 （ロ）有価証券利回 1.17 △0.03 1.20 
（2）資金調達原価   （B） 1.61 0.26 1.35 
 （イ）預金等利回 0.39 0.20 0.19 
 （ロ）外部負債利回 1.04 0.52 0.52 
（3）総資金利鞘（A）－（B） 0.40 △0.09 0.49 

 
 
４．ＲＯＥ 【単体】 

（単位：％） 

 平成 19年度中間期  平成 18年度中間期 

  平成18年度中間期比  

実質業務純益ベース（一般貸倒繰入前） 17.52 1.22 16.30 
業務純益ベース 15.47 △0.83 16.30 
正味業務純益（※）ベース 13.12 △3.18 16.30 
中間純利益ベース 7.57 △8.13 15.70 
※ 業務純益から一般貸倒引当金繰入及び国債等債券損益(債券 5勘定尻)を除いたもの 
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５．有価証券関係損益 【単体】 

 
（単位：百万円） 

 平成 19年度中間期  平成 18年度中間期 

  平成18年度中間期比  

国債等債券損益（債券５勘定尻） 1,999 1,999 0 

 売却益 2,005 1,938 67 

 償還益 － － － 

 売却損 6 △60 66 

 償還損 － － － 

 償 却 － － － 

 

 平成 19年度中間期  平成 18年度中間期 

  平成18年度中間期比  

株式等関係損益（株式３勘定尻） △416 △334 △82 

 売却益 18  8 10 

 売却損 － － － 

 償 却 434 342 92 

 

 
６．役職員数及び拠点数 

 

①役職員数                                           （単位：人） 

 平成 19年 9月末  平成 18年 9月末 

  平成 18年 9月末比  

役員数 19 3 16 

職員数 1,223 92 1,131 

合 計 1,242 95 1,147 

※役員数には執行役員を含み、職員数は、出向・臨時雇員を除く。 

 
②拠点数                                         （単位：店、箇所） 

 平成 19年 9月末  平成 18年 9月末 

  平成 18年 9月末比  

本支店 62 － 62 

出張所 2 － 2 

合 計 64 － 64 

（参考）店外 ATM 76 － 76 
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７．自己資本比率（国内基準） 

 
①単体自己資本比率 

平成 19年 9月末 平成 19年 平成 18年 
 

 平 成 19 年 3 月 末 比  平 成 18 年 9 月末比  3月末 9月末 

（1）自己資本比率（％） 11.99 △0.15 2.33 12.14 9.66 

（2）TierⅠ（百万円）① 90,128 2,293 5,285 87,835 84,843 

 TierⅠ比率（％） 8.66 △0.10 1.09 8.76 7.57 

（3）TierⅡ（百万円） 34,704 933 11,295 33,771 23,409 

 TierⅡ比率（％） 3.33 △0.04 1.25 3.37 2.08 

 うち劣後債務残高（百万円） 30,000 － 10,000 30,000 20,000 

（4）控除項目（百万円） － － － － － 

（5）自己資本 (2) + (3)－(4)（百万円） 124,833 3,226 16,581 121,607 108,252 

（6）リスクアセット（百万円） 1,040,295 38,606 △80,066 1,001,689 1,120,361 

 

TierⅠに含まれる繰延税金資産額（百万円）② 23,534 △2,558 △2,579 26,092 26,113 

貸借対照表上の繰延税金資産額（百万円）③ 20,501 109 △1,831 20,392 22,332 

TierⅠに占める繰延税金資産比率（％）②/① 26.11 △3.59 △4.66 29.70 30.77 

TierⅠに占める繰延税金資産比率（％）③/① 22.74 △0.47 △3.58 23.21 26.32 

 
②連結自己資本比率 

平成 19年 9月末 平成 19年 平成 18年 
 

 平 成 19 年 3 月 末 比  平 成 18 年 9 月末比  3月末 9月末 

（1）自己資本比率（％） 11.92 △0.19 2.08 12.11 9.84 

（2）TierⅠ（百万円）④ 88,330 2,358 5,012 85,972 83,318 

 TierⅠ比率（％） 8.43 △0.08 1.00 8.51 7.43 

（3）TierⅡ（百万円） 36,547 240 9,543 36,307 27,004 

 TierⅡ比率（％） 3.48 △0.11 1.08 3.59 2.40 

 うち劣後債務残高（百万円） 30,000 － 10,000 30,000 20,000 

（4）控除項目（百万円） － － － － － 

（5）自己資本 (2) + (3)－(4)（百万円） 124,877 2,598 14,554 122,279 110,323 

（6）リスクアセット（百万円） 1,047,533 38,350 △73,212 1,009,183 1,120,745 

 

TierⅠに含まれる繰延税金資産額（百万円）⑤ 25,773 △2,345 △2,353 28,118 28,126 

貸借対照表上の繰延税金資産額（百万円）⑥ 22,698 334 △1,600 22,364 24,298 

TierⅠに占める繰延税金資産比率（％）⑤/④ 29.17 △3.53 △4.58 32.70 33.75 

TierⅠに占める繰延税金資産比率（％）⑥/④ 25.69 △0.32 △3.47 26.01 29.16 
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８．貸出金等の状況 

（1）リスク管理債権の状況 
 
【単体】                                        （単位：百万円、％） 

 平成 19年 9月末 平成 19年 平成 18年 

  平成 1 9 年 3 月末比  平成 1 8 年 9 月末比  3月末 9月末 

破綻先債権 6,456 522 △1,061 5,934 7,517 

延滞債権 22,383 4,831 8,626 17,552 13,757 
３カ月以上延滞債権 297 65 164 232 133 
貸出条件緩和債権 6,562 △1,249 △1,580 7,811 8,142 

リ
ス
ク
管
理
債
権 合 計 35,700 4,169 6,150 31,531 29,550 

 
貸出金残高（末残） 1,572,941 25,115 86,683 1,547,826 1,486,258 

 

破綻先債権 0.41 0.03 △0.09 0.38 0.50 
延滞債権 1.42 0.29 0.50 1.13 0.92 
３カ月以上延滞債権 0.01 0.00 0.01 0.01 0.00 
貸出条件緩和債権 0.41 △0.09 △0.13 0.50 0.54 

貸
出
金
残
高
比 合 計 2.26 0.23 0.28 2.03 1.98 

 
（参考）部分直接償却額 

部分直接償却額 18,123 △4,836 △8,839 22,959 26,962 

 
【連結】                                        （単位：百万円、％） 

 平成 19年 9月末 平成 19年 平成 18年 

  平成 1 9 年 3 月末比 平成 1 8 年 9 月末比  3月末 9月末 

破綻先債権 6,981 339 △846 6,642 7,827 
延滞債権 23,480 4,994 8,247 18,486 15,233 
３カ月以上延滞債権 297 65 164 232 133 
貸出条件緩和債権 6,562 △1,353 △1,690 7,915 8,252 

リ
ス
ク
管
理
債
権 合 計 37,323 4,046 5,876 33,277 31,447 

 
貸出金残高（末残） 1,567,198 24,944 86,987 1,542,254 1,480,211 

 

破綻先債権 0.44 0.01 △0.08 0.43 0.52 
延滞債権 1.49 0.30 0.47 1.19 1.02 

３カ月以上延滞債権 0.01 0.00 0.01 0.01 0.00 
貸出条件緩和債権 0.41 △0.10 △0.14 0.51 0.55 

貸
出
金
残
高
比 合 計 2.38 0.23 0.26 2.15 2.12 

 
（参考）部分直接償却額 

部分直接償却額 20,327 △5,036 △9,904 25,363 30,231 
 
（注）1. 「リスク管理債権」は、銀行法施行規則により算出しており、担保・保証等による保全の有無にかかわらず開示対象として
いるため、開示額は回収不能額を表すものではありません。 

2. 「破綻先債権」とは、元本又は利息の支払の遅延が相当期間継続していることその他の事由により元本又は利息の取り立て
又は弁済の見込みがないものとして未収利息を計上しなかった貸出金のうち、法人税法施行令第 96条第 1項第 3号のイから
ホまでに掲げる事由又は同項第 4号に規定する事由が生じている債権であります。 

3. 「延滞債権」とは、未収利息不計上貸出金であって、破綻先債権及び債務者の経営再建又は支援を図ることを目的として利
息の支払を猶予した貸出金以外の貸出金であります。 

4. 「3 カ月以上延滞債権」とは、元金又は利息の支払が約定日の翌日から 3 月以上遅延している貸出金で破綻先債権及び延滞
債権に該当しないものであります。 

5. 「貸出条件緩和債権」とは、債務者の経営再建又は支援を図ることを目的として、金利の減免、利息の支払猶予、元本の返
済猶予、債権放棄その他の債務者に有利となる取り決めを行った貸出金で破綻先債権、延滞債権及び 3カ月以上延滞債権に該
当しないものであります。 

 



株式会社 泉州銀行 

- 12 - 

（2）貸倒引当金等の状況 

 

【単体】                                          （単位：百万円） 

 平成 19年 9月末 平成 19年 平成 18年 

  平成 1 9 年 3 月末比  平成 1 8 年 9 月末比  3月末 9月末 

貸倒引当金 13,300 1,275 4,345 12,025 8,955 

 一般貸倒引当金 4,704 933 1,295 3,771 3,409 

 個別貸倒引当金 8,596 343 3,051 8,253 5,545 

 
【連結】                                          （単位：百万円） 

 平成 19年 9月末 平成 19年 平成 18年 

  平成 1 9 年 3 月末比  平成 1 8 年 9 月末比  3月末 9月末 

貸倒引当金 19,439 2,085 6,201 17,354 13,238 

 一般貸倒引当金 10,144 1,566 3,091 8,578 7,053 

 個別貸倒引当金 9,294 519 3,109 8,775 6,185 

 

 

（3）リスク管理債権に対する引当率 

 
【単体】                                            （単体：％） 

 平成 19年 9月末 平成 19年 平成 18年 

  平成 1 9 年 3 月末比  平成 1 8 年 9 月末比  3月末 9月末 

引当率 37.25 △0.88 6.95 38.13 30.30 

（注）引当率＝貸倒引当金合計／リスク管理債権合計 

 

【連結】                                            （単体：％） 

 平成 19年 9月末 平成 19年 平成 18年 

  平成 1 9 年 3 月末比  平成 1 8 年 9 月末比  3月末 9月末 

引当率 52.08 △0.07 9.99 52.15 42.09 

（注）引当率＝貸倒引当金合計／リスク管理債権合計 
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（4）金融再生法開示債権 

 
【単体】                                        （単位：百万円、％） 

 平成 19年 9月末 平成 19年 平成 18年 

  平成 1 9 年 3 月末比  平成 1 8 年 9 月末比  3月末 9月末 

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 9,364 △151 △5,018 9,515 14,382 

危険債権 21,782 5,160 11,674 16,622 10,108 

要管理債権 6,860 △1,183 △1,415 8,043 8,275 

合計（A） 38,007 3,825 5,242 34,182 32,765 

正常債権 1,603,059 19,053 123,241 1,584,006 1,479,818 

総与信残高（B） 1,641,066 22,877 128,482 1,618,189 1,512,584 
 

総与信に占める割合 (Ａ)  / (B) 2.31 0.20 0.15 2.11 2.16 
（注）債権額・・・・・・・・・・ 貸出金、外国為替、未収利息、支払承諾見返、仮払金、銀行保証付私募債、注記されている貸付有価

証券 
 「破産更生債権及び 
これらに準ずる債権」・・・ 自己査定における債務者区分「破綻先」及び「実質破綻先」に対する全債権。 

 「危険債権」・・・・・・・・ 自己査定における債務者区分「破綻懸念先」に対する全債権。 
 「要管理債権」・・・・・・・ 自己査定における債務者区分「要注意先」のうち、債権毎の区分で「3カ月以上延滞債権」及び 

「貸出条件緩和債権」に該当する債権。 
 「正常債権」・・・・・・・・ 上記に掲げる以外のものに区分される債権。 

 

 

（5）金融再生法開示債権の保全状況 

 
【単体】                                        （単位：百万円、％） 

 平成 19年 9月末 平成 19年 平成 18年 

  平成 1 9 年 3 月末比  平成 1 8 年 9 月末比  3月末 9月末 

保全額（C） 31,083 3,423 2,477 27,660 28,606 

 貸倒引当金 10,140 734 3,207 9,406 6,933 

 担保・保証等 20,943 2,690 △729 18,253 21,672 

 

保全率（C）/（A） 81.78 0.87 △5.52 80.91 87.30 

 
（参考）金融再生法開示債権の保全内訳（平成 19年 9月末） 

【単体】                                        （単位：百万円、％） 

 保全等カバー  

 
債権額 

 引当金 担保・保証等 
保全率 

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 9,364 9,364 1,986 7,378 100.00 

危険債権 21,782 17,487 6,808 10,679 80.27 

要管理債権 6,860 4,232 1,346 2,886 61.68 

合計 38,007 31,083 10,140 20,943 81.78 
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（6）自己査定結果と金融再生法開示債権・リスク管理債権【単体】 

 
（平成 19年 9月末現在）                                   （単位：億円、％） 

自己査定結果（債務者区分別） 

対象：貸出金等与信関連債権 
 

金融再生法の開示基準 

対象：要管理債権は貸出金のみ 

その他は貸出金等与信関連債権 

 
リスク管理債権 

対象：貸出金 

債務者区分 分 類  区 分  

与信残 高 Ⅰ分類 Ⅱ分類 Ⅲ分類 Ⅳ分類  与信残高 

担保等 
による 
保全額 

引当額 保全率 
 
区 分 貸出金 

破 綻 先 11 55 － － 
  破綻先債権 64 

67   (0) (2)  

破産更生債権
及びこれらに
準ずる債権     

実質破綻先 18 5 － － 
 

24   (1) (13)  

93 73 19 100.00 

 

破綻懸念先 121 52 42 
 
危険債 権 

 

延滞債 権 223 

216   (68) 

 

 217 

106 68 80.27 

   

 要管理債権  
3カ月以上
延滞債権 2 

要管理先 
 

68 28 13 61.68 

 
貸出条件 
緩和債権 

65 
74 

6 68   

 開示債権 計 
  （A）380 

209 101 81.78  
リスク管理
債権 計（C） 357 

要管理先 
以 外 の 
要注意先 529 650  

    

 正常債 権 

要

注

意

先 

1,180 
  

 

 

 
 

 
総貸出金に占める 
リスク管理債権の割合

（C）/（D）＝ 2.26% 
 

総与信に占める 
金融再生法開示基準による

不良債権の割合 
（A）/（B）＝ 2.31% 

正 常 先  

14,388 
14,388    

 

16,030 

 

 

 

             

合 計 15,075 832 42 － 総与信（B） 
15,950   (70) (15) 

 
16,410 

  貸出金（D） 15,729 

 

注 1. 金額は、億円未満を切り捨てて表示しております。 

2. 自己査定結果の対象となる貸出金等与信関連債権は、貸出金・支払承諾見返・外国為替・注記されている貸付有価証券・貸

出金に準ずる仮払金・未収利息であります。また、金融再生法開示基準の対象となる貸出金等与信関連債権には、上記に加

え、銀行保証付私募債も含まれております。 

3. 破綻先、実質破綻先及び破綻懸念先の自己査定による分類額。 

 Ⅰ分類額 ･････引当金、優良担保（預金等）、優良保証（信用保証協会等）等でカバーされている債権。 

 Ⅱ分類額 ･････不動産担保等一般担保・保証等でカバーされている債権。 

 Ⅲ・Ⅳ分類額･･全額または必要額について償却引当を実施、引当済分はⅠ分類に計上。 

4. 自己査定結果（債務者区分別）における（ ）は分類額に対する引当額であります。 
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（7）業種別貸出状況等 
 
①業種別貸出金 【単体】                                  （単位：百万円） 

平成 19年 9月末 平成 19年 平成 18年  

 平成 19 年 3 月末比 平成 18 年 9 月末比  3月末 9月末 

国内店分 

（除く特別国際金融取引勘定） 
1,572,941 25,115 86,683 1,547,826 1,486,258 

 製造業 89,418 3,071 545 86,347 88,873 

 農業 135 △165 △163 300 298 

 林業 1 0 0 1 1 

 漁業 79 13 15 66 64 

 鉱業 83 △9 △123 92 206 

 建設業 41,411 △2,715 △1,025 44,126 42,436 

 電気・ガス・熱供給・水道業 82  1 △79 81 161 

 情報通信業 3,576 △15 △57 3,591 3,633 

 運輸業 13,157 382 △306 12,775 13,463 

 卸売・小売業 73,204 436 1,606 72,768 71,598 

 金融・保険業 20,373 △1,658 △3,933 22,031 24,306 

 不動産業 104,780 5,244 5,681 99,536 99,099 

 各種サービス 67,660 2,481 4,645 65,179 63,015 

 地方公共団体 36,114 △12,632 △721 48,746 36,835 

 その他 1,122,861 30,681 80,598 1,092,180 1,042,263 

 
 
②業種別リスク管理債権 【単体】                              （単位：百万円） 

平成 19年 9月末 平成 19年 平成 18年  

 平成 19 年 3 月末比 平成 18 年 9 月末比  3月末 9月末 

国内店分 
（除く特別国際金融取引勘定） 

35,700 4,169 6,150 31,531 29,550 

 製造業 10,647 684 8,074 9,963 2,573 

 農業 － － － － － 

 林業 － － － － － 

 漁業 － － △1 － 1 

 鉱業 － － － － － 

 建設業 1,923 431 142 1,492 1,781 

 電気・ガス・熱供給・水道業 14 △13 △26 27 40 

 情報通信業 4  4 △2 － 6 

 運輸業 520 212 △597 308 1,117 

 卸売・小売業 3,315 △295 △725 3,610 4,040 

 金融・保険業 559 △139 551 698 8 

 不動産業 5,456 1,056 △1,869 4,400 7,325 

 各種サービス 4,445 1,106 1,122 3,339 3,323 

 地方公共団体 － － － － － 

 その他 8,813 1,123 △519 7,690 9,332 
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③個人ローン残高（期末残高） 【単体】 
（単位：百万円） 

 平成 19年 9月末 平成 19年 平成 18年 

  平成 1 9 年 3 月末比  平成 1 8 年 9 月末比  3月末 9月末 

個人ローン残高 1,111,007 31,490 86,550 1,079,517 1,024,457 
 うち住宅ローン残高 992,016 38,579 98,870 953,437 893,146 
 うちその他ローン残高 118,991 △7,088 △12,319 126,079 131,310 

 

④中小企業等貸出残高・比率 【単体】 
（単位：百万円、％） 

 平成 19年 9月末 平成 19年 平成 18年 

  平成 1 9 年 3 月末比  平成 1 8 年 9 月末比  3月末 9月末 

中小企業等貸出残高 1,469,267 36,043 85,901 1,433,224 1,383,366 
中小企業等貸出比率 93.40 0.81 0.33 92.59 93.07 

 
 

（8）預金、貸出金、有価証券残高 【単体】 

 
①期末残高                                         （単位：百万円） 

 平成 19年 9月末 平成 19年 平成 18年 

  平成 1 9 年 3 月末比  平成 1 8 年 9 月末比  3月末 9月末 

預 金 1,759,739 58,303 109,865 1,701,436 1,649,874 
貸 出 金（ⅰ） 1,572,941 25,115 86,683 1,547,826 1,486,258 
有価証券 428,036 △7,946 △13,971 435,982 442,007 
 うち私募債（ⅱ）※ 46,041 △358 2,027 46,399 44,014 
（ⅰ）＋（ⅱ） 1,618,983 24,757 88,710 1,594,226 1,530,273 

※ 保証協会保証付私募債と銀行保証付私募債の合計 
 

②期中平均残高                                       （単位：百万円） 

 平成 19年 9月期 平成 19年 平成 18年 

  平成 1 9 年 3 月期比  平成 1 8 年 9 月期比  3月期 9月期 

預 金 1,746,125 90,233 110,458 1,655,892 1,635,667 
貸 出 金 1,548,724 70,704 94,368 1,478,020 1,454,356 
有価証券 424,716 △8,240 △11,351 432,956 436,067 

 

（参考 1）預金の種類別内訳（期末残高） 【単体】                      （単位：百万円） 

 平成 19年 9月末 平成 19年 平成 18年 

  平成 1 9 年 3 月末比  平成 1 8 年 9 月末比  3月末 9月末 

個人預金 1,459,215 41,172 90,867 1,418,043 1,368,348 
法人預金 300,523 17,131 18,998 283,392 281,525 
 うち一般法人 257,194 8,592 △125 248,602 257,319 
 うち金融機関 4,279 89 △28 4,190 4,307 
 う ち 公 金 39,049 8,450 19,151 30,599 19,898 
合計 1,759,739 58,303 109,865 1,701,436 1,649,874 
 うち外貨預金 2,519 △47 △883 2,566 3,402 

 

（参考 2）信用保証協会保証付融資（期末残高） 【単体】                   （単位：百万円） 

 平成 19年 9月末 平成 19年 平成 18年 

  平成 1 9 年 3 月末比  平成 1 8 年 9 月末比  3月末 9月末 

信用保証協会保証付融資残高 103,426 1,698 6,537 101,728 96,889 
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（参考 3）私募債残高（保証協会保証付、銀行保証付） 【単体】                （単位：百万円） 

 平成 19年 9月末 平成 19年 平成 18年 

  平成 1 9 年 3 月末比  平成 1 8 年 9 月末比  3月末 9月末 

保証協会保証付私募債 5,019 △123 △156 5,142 5,175 

銀行保証付私募債 41,022 △235 2,183 41,257 38,839 

合計 46,041 △358 2,027 46,399 44,014 

 
 
９．投資信託預かり資産残高 【単体】 

（単位：百万円） 

 平成 19年 9月末 平成 19年 平成 18年 

  平成 1 9 年 3 月末比  平成 1 8 年 9 月末比  3月末 9月末 

投資信託預かり資産残高 178,664 15,356 34,072 163,308 144,592 

 
 
10．有価証券の評価損益 

（単位：百万円） 

平成 19年 9月末 平成 18年 9月末 

評価損益 評価損益 

  評価益 評価損  評価益 評価損 
【単体】 

 前年比      

 満期保有目的の債券 △2,819 △433 － 2,819 △2,386 23 2,409 

 子会社・関連会社株式 － － － － － － － 

 その他有価証券 8,727 △565 12,263 3,536 9,292 13,034 3,741 

  株 式 8,820 7 9,698 878 8,813 9,625 811 

  債 券 △976 1,072 449 1,425 △2,048 298 2,346 

  その他 883 △1,644 2,115 1,232 2,527 3,110 583 

合計 5,907 △999 12,263 6,355 6,906 13,057 6,151 

 株 式 8,820 7 9,698 878 8,813 9,625 811 

 債 券 △2,745 1,033 449 3,194 △3,778 298 4,076 

 その他 △167 △2,038 2,115 2,283 1,871 3,134 1,262 

 

（単位：百万円） 

平成 19年 9月末 平成 18年 9月末 

評価損益 評価損益 

  評価益 評価損  評価益 評価損 
【連結】 

 前年比      

 満期保有目的の債券 △2,819 △433 － 2,819 △2,386 23 2,409 

 その他有価証券 8,829 △577 12,369 3,539 9,406 13,148 3,742 

  株 式 8,923 △3 9,804 881 8,926 9,739 813 

  債 券 △976 1,072 449 1,425 △2,048 298 2,346 

  その他 883 △1,644 2,115 1,232 2,527 3,110 583 

合計 6,010 △1,009 12,369 6,358 7,019 13,171 6,152 

 株 式 8,923 △3 9,804 881 8,926 9,739 813 

 債 券 △2,745 1,033 449 3,194 △3,778 298 4,076 

 その他 △167 △2,038 2,115 2,283 1,871 3,134 1,262 

 


